
SSS34-07 会場:104 時間:5月 21日 10:45-11:00

S-wavevectorレシーバ関数解析における深井戸検層の利用方法の改善
Improvement of S-wavevector Receiver Function Analysis for Deep Borehole Logging
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従来のレシーバ関数解析は地表もしく浅い観測井の記録しか利用できないのに対して、”S-wavevector receiver function”
(SWV-RF)は厚い堆積層で覆われている関東平野のような地域の深井戸観測記録を使って深部構造の解析に利用するこ
とができる（Takenaka and Murakoshi, AGU 2010）。SWV-RFと従来のレシーバ関数との違いは、従来のレシーバ関数が
radial成分と上下動成分を使うのに対して、SWV-RFでは上昇 S波を上昇 P波でデコンボリューションを行う点である。
そのため、従来のレシーバ関数では地表面やセンサーより上層の堆積層からの反射波の影響でゴーストが強く PS変換波
の判別が困難になるのに対して、SWV-RFではゴーストを取り除く効果がある。　Muraskohi and Takenaka (AGU, 2011)
では、関東平野の深井戸観測記録に SWV-RFを適用してその効果を検証し、関東平野の下のフィリピン海スラブと太平
洋スラブの形状について解析を行った。ただ従来のレシーバ関数解析と異なり、深井戸観測記録に SWV-RFを適用する
際には PS検層などの地表から地中地震計までの構造の情報が必要になる。また、SWV-RFを深度変換する際にはイメー
ジングを行いたい領域の J-SHISなどの地下構造モデルを使用する必要がある。地中地震計の設置深度付近において PS
検層と J-SHISの地下構造がぴったりと一致することは少ないため、それぞれの地下構造の情報を利用する際にどのよう
に調整するかが重要になる。本研究では、SWV-RF解析において深井戸の PS検層と J-SHISの 3次元地下構造モデルの
接続について調整を行った。関東平野にある Hi-netの深井戸観測記録に適用して、関東平野の地殻構造および沈み込む
スラブの形状のイメージングを行い、その効果について報告する。
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